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「青少年問題」研究の 視角 再考

松 本 良 夫 （鯨 学芸大 学 〕

は じ め に 1 ［私的回顧 3 ： 発 表 者 （1935年 生 まれ）

は、63年 （科 警研勤務 ）以来、少年非行問 題 に っ い

て 研 究 し て き た 。 そ の 成 果 は 、拙書 『図説 ・非行問

題 の 社会学』　（84年） に ま と め た   。 明年 （99年 ）

の 定年退職を前 に 、 近 年 （最 近 10〜15年） の 少年非

行 の 近況を念頭 に お い て 、わ が 「青少年問題 研 究」

に つ い て 反省的総括 を試み た い
。

1 ： 戦後青少年問 題 史 の 回顧

　私 は、第 2 次 大 戦後 の 少年非行 の 動 向 に 関心 を も

ち、独 自 の 方 法 に よ っ て 観 測 し て き た   。著書 で は 、

80年 まで の 動 向を 、下記 に 3 期 に 分け て 各 期 の 特徴

を説明 し た 。

　第 1 期　：　45〜59年、　戦後混舌L〜復興期

　第 2 期 ： 60〜72年 、 高度経 済成長期

　第 3 期 ： 73〜80年代初期、成長 減 速 期

　 と こ ろ で 、そ の 後 の 非 行 動 向 は ど う変 化 し た か 。

多 くの 観 測 者 は 、SO年代中盤 よ り新局 面 （第 4 期）

に 入 っ た 一
とみ るが 、新局面 の 「読み方」 に つ い て

は 、　「非 行が 見え な い 」、非行 と 他 の 「問題行動」

の 境界が不明確 に な っ た
一

な どの 点 で は
一

致 して い

る もの の 、 そ の 解釈 は 微 妙 に 分 か れ て い る 。 例 え ば

＊ 「非社会的 」 問題行動
一

い じめ ・不登校
一

の 「問

題 」化 （伊 藤茂樹）  、＊ 「な す べ きを しな い 」 こ

と の 「問 題 」 化 （柳原）  、＊ 逸脱 の 一般化 ・非法

・許 容 化．・私 化 （樋 田 〕   、＊ 「学 校 事 件」　 （密室

状況的） の 様相 （芹 沢）  な どの 見解 が提出 さ れ

て い る 。

　い ず れ に せ よ 、非行動向 に 注 目して 「青少年」 の

「問題性 」を論ず る 従来方式 は 、 第 3期 こ ろか ら怪

しくな り、第 4 期に 入 っ て 決定的 に な っ た 。 さ て 、

我 々 は 、 第 3〜第 4期 の 状況を どう解読す べ きか 。

II ； 青少年 「問題 」
一

近年 の 様 相

　8G年 代 半 ば 以 降 現 在 に 至 る 「世紀末 の 近 況 」 を ど

う見 た ら よ う の か 。

ア ）従来型 の 観 察 に よ れ ば 、近 年 の 様相 は ；〔1）「非

社会的」問題 行動
一

い じめ ・不 登校
一

の 顕在化 、（2）

非行 と 「風 俗 ・流 行 」 の ボ ーダーレ ス 化 一 「ブ ル セ

ラ ／援助交 際／薬物乱用 〜」、（3）「暴発 」型事件 の

突発 、（4）厂狂 暴」 な対人犯行
一

脅迫
・
恐喝型 い じめ

／ひ っ た くり ／ 「お や じ狩」／行 きず り リ ン チ 〜な

ど
一

の 増加 、 （5｝中 ・高生 に よ る 覚醒剤乱 用 の 増加、

な ど に よ っ て 特徴 づ け ら れ て い る 。 そ し て 、こ れ ら

諸徴候 が 総合 さ れ て 「青 少 年
“
問 題 の 深刻化

”
」 が

（メ デ ィ ア 主導 で ）社会的 に 「印象 づ け 」 ら れ て い

る。と くに 、平成 5 年頃以降 の 「最近 」 に つ い て は

〔1）非行者発生率
・（2）凶 悪 犯 一強盗 ・〔3｝「遊 ぶ 金欲 し

さ 」 の 女子非行
一

の 増加傾向を根拠 に 、 少年非行 の

「深刻化」 が 強調 さ れ て い る 。 　「神戸事件」　（中学

生 に よ る 小学生殺害） の 衝撃
一

少年非行 「深刻化」

報道
一

少年 法 の 改定論 が 「当 然 の よ う に ？ 」 結 び つ

け られ て い る が 、こ の 「状況判断 」 は 適切 な の か 。

イ ） わ が 国 犯 罪 事 情 の 特 異 性 一 「少年比 」 の 異常高

　私 は 、以前、わ が 国 の 非 行 の 様 態 を、他 国と比較

し て 「非行 の
“
少 な い 国

”
」 の 特性 を検 出 し て 、そ

の 問題牲を指摘 した こ と が あ る  。 最近、1988年 の

6 力 国比較 デ ータ （「犯罪白書」平成 2 年版 ）を検

討 して み て 、あ らた め て 厂わ が 国 の 少年非行 の
“
特

異 性
”

」 に 気 づ い た 。そ の 特 異 性 と は 、一
言 で い う

と 「非行発生 の
“
人 口 比

”
の

“
低さ

”
と 、 犯罪発生

の
】
少年比

”
の

“
異常 な 高 さ

”
」 で あ る 。

つ ま り、

わ が 国 の 少 年非行 は 、欧米主 要国 に く らべ て
解
低 い

”

が 、国内 で の 成 人 の 犯 罪 発 生 率 と く らべ る と
“
異 常

に 高 い
”
。わ が 国 で は 、人 口 比 14％ の 「未成年者 」

が 、犯罪検挙者 の 47 ％ を 占め て い る 。 な ぜ 、わ が 国

の 成人は 犯罪を しな い の か ？　 わ が国で は 、成人 と

未成年者 は 「同 じ社会 で 」生活 して い る の か ？　 こ

の 謎を ど う解 くべ きか 。

注）  松本良夫r図讀1非行問題の社会学」　1984 光生館

　  松本良夫「非行統計学序説亅（陶罪社会学研究』11号、 1986）

　  　9ρ藤茂樹「生徒指導と現代社会亅（譲部真・伊莓茂輿r生徒指導の理論と実践亅　1994

　 樹村房）／ 　廓原桂子rなんにもしない子どもたら一非行が酒え石、 子どもが肩える」（芹沢

　 俊介『少年U罪論11992　青弓社）

　 　樋田大二郎「鹿学笹、 ブライバタイゼーション
、
モラト

’
ijアムと逸脱の爵題亅（r犯罪と＃fij

　 lO2号　1994）／ 　芹沢皆介r少年犯罪Sj　1992　青弓社．
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表 1　 少 年 非 行 の 6 力 国比較 （1988）

国 名　絎 発生率［少年人眦 亅　1瞬の眇年比」　人帥 のゆ年比亅

日 本　 ユ2　  位

アメリカ 22  

イギ1｝ス 30  

西ドイツ　 33　  

フランス　 ユ3　  

韓 国　　 7　  

　　 ・〉＞＞ 14．2

28．2　　＞＞　　13マ0

18．6　　＞＞　　　9．9

工3．3　　＞　　 9．5

12．0　　〈　　13．4

8．1　　＜＜　　19．7

一”7m｝一一一『閉一一一（［犯罪白書」平成2年阪にょり作成）
一一一＿＿＿＿＿＿

表 2　わ が 国 の 非行 ・犯罪動向

　年次

ユ955（S30）

1960（S35）

1965（S40）

1970（S45）

1975（S50）

1989（llD

少年 （非fipt） 成 人 （犯罪率） 少年犯罪の齢 （少年比）

8，311

，211

，310

，211

．910

．9

7．G5

．04

．1v3

．42

．91

．6

19．9躬

3G，336

．0　 A3

ユ．133

．357

，4

一一一一一一一一一一一一一一一（　犯罪自書」より作域）
一一ご一一一一一一一一一一

皿 ： わ が 国 の 非行 の 「近況 」
一

別解

　前 項 の デ ータ を 念 頭 に 、非 行 の 「近況」 に っ い て 、

当局 あ る い は メ デ ィ ア 見解 と は 「別 の 見方」 を 仮説

的 に 提 出 して み た い 。

ア ）わが 国 の 少年非行 「深刻 」説 へ の 疑問

　 わが 国犯罪 発生 の 「少年比 」 の
“
異常高

”
は、少

年 の 「悪性化」 と 読む よ り は 、成人 の 犯罪率 の
6

異

常低
”

と読 む べ きで は 。あ る い は 、　「成人 に お け る

“

非犯罪イビ と 少年 に お け る
”

犯罪化
”

の 並行 」 と

い う事 態 の 含 意 こ そ考察すべ き で あ ろ う。 さ ら に、

そ の 延長 で 、少年 の 「問題行動 」 解 釈 の
“
教育化／

医療化
”

の 含意が検討 さ れ る べ きで あ ろ う。

　　 　　　　　　 成　人

　　 ［P オ ヤ ジ］　　 1　　 ［M オ バ さ ん ］

男 性 一一一一一一一一一一一一一一一＋ 一一一一一一一一一一一一一一一一一女性

　　 〔B 少年 　］　　 1　　 ［G ギ ャ ル 　ユ

　　 　　　　　　　未成年

　　 こ の 座標上 で み る と、現 実 の 勢力関係 は 、成人

　男 性 「優位」 VS未成年女性 「劣位 」 と な っ て い る

　が 、こ の 関係 が カ ウ ン タ ーバ ラ ン ス を と る 方向 へ

　移 動 し て い る と み られ る 。 こ うみ る と ；

　 「過干渉／家庭内暴力 （親子間確執 ）／ オ ヤ ジ 狩

　　援助交際／親 の 自信 喪 失
一

過 度 の 遠慮／子 の 横

　暴 」 な ど の 事態 の 含意が 理解 で き る の で は な か ろ

　 か 。

ウ ）少年 の 逸脱 の 多様性 ・流動性 に っ い て ；

　上記 の 生 活 厂関係」構造 の な か で 、少 年 の 逸 脱

現象を理解す る試 み ；

　　　　 　　　　　外　向

　　　暴発！　　　　　　渥助交際　！オヤジ狩　　　　　遊興

　　　　通り凝・ひったく9　校内暴力　　　Vンチ　暴走

　　　　 　 家庭内暴力　　　　　「　　　　いじめ

急性（鱈人現象）一一一一一t−一一長轎嶐建謝庫畏搭嚢钁一一一一一一一一一一擾蛙（集田現象）

　　　　　 いじめられ　　　　i　　欺酒・輿垣

　　　　 　 いじけ　不登校　　オタク　　　　ンンナ
ー

　　　 自殺1 自傷　閉じこもり　1　　　　覚醒剤乱用

　　　　 　　　　　内　向

W ： 青少年問邁研究 の 視角
一

再考

　私自身 も 、 ま た 学界 の 研究動向 も、青少年問題

の 検討 の 焦点を 「問題 」少 年 か ら 少年 「問題 」 へ

さ らに は 全 社 会 （成 人 一少 年 関 係 ） の 「問 題 」 へ

と 移動 して き た よ うに 思 わ れ る。

　 こ の 移動 は 、事態 の 推移 お よ び 社会学 の 学 問特

性か ら して 、当然 の こ とと考え られ る 。 今後 は 、

こ の 視点 か ら青 少 年問 題 研 究 を 続 け て い きた い と

考え て い る 。

イ ）　 ［成人 ・未成年 x ジ ェ ン ダ
ー一

　］軸 で の 考察 ；

　生活状況 を ［成人
一

未成年 × ジ ェ ン ダ
ー

〕 を 軸 に

「P ： オ ヤ ジ 」 ・「M ： オ バ さ ん 」 ・「B ： 少年 」

・「G ギ ャ ル 」 の 4 者 間相 互 関係 と し て 事 態 を考 え

て み る と ；

注）   松本良夫1非行の此鮫文化的考察
一
非行の多い社会と少ない社会亅（「青年心理i

　 NO，11　1978年）

　   松本良夫「非行の変容J（未円）
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